
- 1 -

［成果情報名］蒸煮爆砕処理による木材廃棄物の微生物担体化技術

［要約］蒸煮爆砕処理した木材は、繊維質の熱分解と物理的繊維化を受け、微生物担体と

。 、して有望なハニカム構造を有する処理物となる 同処理物においてバチルス属菌の増殖は

爆砕処理時に生成される酢酸の影響を受けるが、炭酸カルシウム資材の添加により改善さ

れる。
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［背景・ねらい］

近年、建築リサイクル法の制定等により木材廃棄物の有効利用法が各方面で検討されて

いる。従来、木材廃棄物はチップ等に変換され、堆肥の副資材あるいは農業用資材として

農業利用が図られてきているものの、コスト面等から利用拡大には至っていない。

そこで、新たな用途開発を目的に木材廃棄物の蒸煮爆砕処理による微生物担体化技術を

検討する。なお、蒸煮爆砕処理とは、試料を耐圧容器中で高温、高圧の飽和水蒸気によっ

て短時間蒸煮し、急激に大気圧に放出して断熱膨張により急速に ℃以下に冷却する技100
術である。

［成果の内容・特徴］

１． ( ℃)・ 分で木材を蒸煮爆砕処理すると、軽量かつ保水性の良好な処理物1.6MPa 200 10
が得られる（図１ 。処理物の内部構造を走査電子顕微鏡により観察したところ、木）

材は繊維質の熱分解と物理的解繊を受け、微生物担体として有望なハニカム構造を有

する処理物となる（写真１ 。）

２．蒸煮爆砕処理物の は、蒸煮圧力が上昇するほど低下する。また、蒸煮中に活性なpH
水による急速なヘミセルロースの加水分解とヘミセルロース中に存在するアリルエー

テル基の加水分解により酢酸が生成する（図２ 。）

３．爆砕処理物にバチルス属菌を接種したが、生成された酢酸の影響により抽出液中では

増殖速度が遅く、処理物においては増殖が認められない。生成される酢酸の影響を改

善するため、炭酸カルシウムを処理物に添加し、 を７に矯正するとバチルス属はpH
処理物および処理物の抽出物においても良好な増殖を示す（図３ 。）

４．以上のことから、木材を炭酸カルシウム等の 矯正資材とともに、蒸煮爆砕処理すpH
ることにより微生物担体として有効な担体を作ることができる。

［成果の活用面・留意点］

１． ( ℃)以上の蒸煮条件においては、ハニカム構造の崩壊が生じる。1.6MPa 200
２．本資材は、家庭用生ごみ処理機の副資材などとしても利用できる。

３． の矯正はできる限り急激な加水分解が生じにくく、かつ安価な炭酸カルシウム資pH
材（カキガラなど）を用いることが望ましい。
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